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 資料２．平成３０年度制度改正について  
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 平成３０年度には、保険料の軽減率が下記のとおり変わりました。 

低所得の方に対する所得割は、平成28年度までは特例的に5割軽減されていましたが、平成29年度

には2割軽減となり、平成30年度から軽減措置は無くなりました。 

所得割が変わった方 １ 

均等割が変わった方 ２ 元被扶養者だった方 

年収 約１５３～２１１万円の方 

75歳になる前日に、ご家族の会社の健康保険、共済組合などで被扶養者であった方 元被扶養者とは 

※ 年収は年金収入のみの方の金額。 

後期高齢者(75歳以上（※１）の方)の保険料は、 

保険料の軽減について 

（※１） 65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。 

対象者 区分 本来の軽減 平成30年度 平成29年度 平成28年度まで 

元被扶養者 均等割額 
５割軽減 
(２年間) 

５割軽減 ７割軽減 9割軽減 

対象者 区分 本来の軽減 平成30年度 平成29年度 
平成28年度 

まで 
世帯主と被保険者の 
総所得金額等の合計額 

低所得者 

均等割額 

７割軽減 

９割軽減 ９割軽減 ９割軽減 
基礎控除額を超えない世帯のうち、被保険者全員の
各種所得が０円の世帯 

８.５割軽減 ８.５割軽減 ８.５割軽減 基礎控除額を超えない世帯 

５割軽減 ５割軽減 ５割軽減 ５割軽減 
〔基礎控除額＋２７万５千円×世帯内の被保険者数〕
を超えない世帯 

２割軽減 ２割軽減 ２割軽減 ２割軽減 
〔基礎控除額＋５０万円×世帯内の被保険者数〕を超
えない世帯 

所得割額 軽減なし 軽減なし ２割軽減 5割軽減 
所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得
金額等が５８万円以下の方 

Ａ 年収に応じて納めていただく部分           
所得割 

8.6% 
と、 

Ｂ 全員に納めていただく定額部分 
均等割 

43,600円 
があります。 

元被扶養者であった方に対する均等割は、平成28年度までは特例的に9割軽減されていましたが、

平成29年度には7割軽減となり、平成30年度には本則どおり5割軽減になりました。 

議題２ 制度改正について 
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適用区分 

  

外来 
（個人ごと） 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

Ⅲ 課税所得 
690万円以上の方 

252,600円 

＋（医療費－842,000円）×１% 
〈多数回 140,100円 〉 

Ⅱ 課税所得 
380万円以上の方 

167,400円 

＋（医療費－558,000円）×１% 
〈多数回 93,000円〉 

Ⅰ 課税所得 
145万円以上の方 

80,100円 

＋（医療費－267,000円）×１% 
〈多数回 44,400円〉 

 課税所得 
145万円未満の方 

18,000円 
 

年間の上限 
144,000円 

57,600円 
〈多数回44,400円〉 

Ⅱ住民税非課税世帯 

8,000円 

24,600円 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入80万円 

以下など） 

15,000円 

高額療養費制度とは、 

高額療養費の上限額について 

医療機関を受診した際の支払いが高額になった場合でも、支払いを定められた上限額とす

る制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まります。 

平成３０年７月までの上限額 平成３０年８月からの上限額 

自己 
負担 

適用区分 

  

外来 
（個人ごと） 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

現
役
並
み 

３
割 

課税所得 
145万円以上の方 57,600円 

80,100円 

＋（医療費－
267,000円）×１% 
〈多数回44,400円 〉 

一 
般 

１
割 

課税所得 
145万円未満の方 

14,000円 
 

年間の上限 
144,000円 

57,600円 
〈多数回44,400円〉 

住
民
税
非
課
税 

Ⅱ住民税非課税世帯 

8,000円 

24,600円 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入80万円 

以下など） 
15,000円 

平成３０年８月から、下の表の      で囲った方の上限額が変更となりました。 

新
た
に
「限
度
額
適
用
認
定
証
」を
申
請 

※  「Ⅰ 課税所得145万円以上の方」と「Ⅱ 課税所得380万円以上の方」が医療機関での支払いを上限額にす

るには「限度額適用認定証」が必要になります。 

※ 「限度額適用認定証」 は市町村の窓口にて交付されます。 

※ 「限度額適用認定証」を提示されない場合、医療機関での支払いが高額になる場合がありますが、後日、

市町村の窓口で申請することにより還付されます。 
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頻
回
入
院
等
の
実
態
把
握
と
ケ
ア
会
議

等
で
の
関
係
者
と
の
調
整

 

複
数
疾
患
保
有
者
等
、
主
に
外
来
受
診
者
へ

の
重
複
・
頻
回
受
診
・
多
剤
投
与
等
、
フ
レ

イ
ル
状
態
や
病
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不

良
な
高
齢
者
が
対
象

 

フ
レ
イ
ル
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る

者
、
健
診
結
果
で
保
健
指
導
該
当
・

 
受
診
勧
奨
等
の
高
齢
者
が
対
象

 

医
療
や
介
護
を
受
け
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
元
気
な
高
齢
者

が
対
象

 

                

後
期
高
齢
者
の
特
性

 
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業

 

①
前
期
高
齢
者
と
比
べ
、
加
齢
に
伴
う
虚
弱
な
状
態
が
顕
著
に
進
行
。

 
①
体
重
や
筋
肉
の
減
少
を
主
因
と
し
た
低
栄
養
等
の
フ
レ
イ
ル
に
着
目
し
た

対
策
が
必
要
。

 

②
複
数
の
慢
性
疾
患
を
保
有
し
、
虚
弱
等
を
要
因
と
す
る
老
年
症
候
群

の
症
状
が
混
在
す
る
た
め
、
包
括
的
な
疾
病
管
理
が
よ
り
重
要
。

 

②
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
い
う
よ
り
は
重
症
化
予
防
等
の
取
組
が
よ
り

重
要
。

 

③
医
療
の
か
か
り
方
と
し
て
、
多
機
関
受
診
、
多
剤
処
方
、
残
薬
が
生

じ
や
す
い
。

 

③
疾
病
の
重
症
化
・
再
発
入
院
の
防
止
や
多
剤
に
よ
る
有
害
事
象
の
防
止
（
服

薬
管
理
）
が
特
に
重
要
。

 

④
健
康
状
態
や
生
活
機
能
、
生
活
背
景
等
の
個
人
差
が
拡
大
。

 
④
専
門
職
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
主
体
と
し
て
、
対
象
者
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
個
別
の
介
入
支
援
（
栄
養
指
導
等
）
に
取
り
組
む
こ
と
が
適
当
。

 

⑤
医
療
と
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
つ
状
況
に
あ
る
者
が
増
加
。

 
⑤
健
康
状
況
が
不
明
な
人
の
状
態
を
把
握
し
、
適
切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
ぐ
こ
と
も
重
要
。

 

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら

 

フ
レ
イ
ル
は
、
要
介
護
状
態
に
至

る
前
段
階
で
、
身
体
的
に
も
精
神

心
理
的
に
も
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
な

っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。
早
期
介

入
で
元
に
戻
る
可
能
性
あ
り
。
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高
齢
者
保
健
事
業
の
目
標
設
定
の
考
え
方
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     ①
国
保
等
、
壮
年
期
の
医
療
保
険
か
ら
連
続
し
た
取
組

 

 
（
重
症
化
予
防
・
服
薬
指
導
等
）

 

 
ア

 
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防

 

 
イ

 
服
薬
に
関
す
る
相
談
・
指
導

 

 
ウ

 
そ
の
他
（
複
合
的
な
取
組
等
）

 

②
介
護
予
防
と
連
携
し
た
取
組

 

 
（
低
栄
養
・
口
腔
機
能
低
下
等
）

 

 
ア

 
栄
養
に
関
す
る
相
談
・
指
導

 

 
イ

 
口
腔
に
関
す
る
相
談
・
指
導

 

 
ウ

 
そ
の
他
（
訪
問
歯
科
健
診
等
）

 

     

高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
と
地
域
連
携
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 ≪
直
近

K
D

B
シ
ス
テ
ム
等
デ
ー
タ
分
析
か
ら
確
認
で
き
た
群
馬
の
状
況
≫

 

 ●
医
療
関
連
デ
ー
タ
か
ら

 
～
ト
ピ
ッ
ク
ス
～

 

・
群
馬
県
の

2
7
年
度
の
一
人
当
た
り
年
間
老
人
医
療
費
は

8
7
万
円
を
越
え
、
全
国
的
に
は
金
額
の
高
い
方
か
ら

3
0
位
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
と
同
様
、
年
々

右
肩
上
が
り
に
金
額
上
昇
し
て
お
り
、
全
国
順
位
も
上
昇
し
て
い
る
。

 

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
中
で
３

/４
以
上
が
生
活
習
慣
病
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

7
0
％
以
上
の
人
は
高
血
圧
に
よ
る
診
療
で
あ
り
、

次
に
割
合
が
高
い
の
は
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
脳
血
管
疾
患
と
続
い
て
い
る
。

 

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
人
工
透
析
の
レ
セ
プ
ト
件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
を
合
併
し
て
い
る
人
が
多
い
。

透
析
導
入
は
、

8
0
歳
代
、

9
0
歳
代
の
方
で
も
さ
れ
て
お
り
、
性
別
で
は
男
性
が
多
い
。

 

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
平
成

3
0
年

6
月
外
来
診
療
に
お
い
て
、
被
保
険
者
数
約

2
8
万
人
の
う
ち
、

6
剤
以
上
の
薬
が

3
0
日
以
上
処
方
さ
れ
て
い
る
方

が
7
7
,0

0
0
人
以
上
（
被
保
険
者
の
約

2
7
.5
％
）
で
あ
り
、
４
人
に
１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ●
後
期
高
齢
者
健
診
デ
ー
タ
か
ら

 
～
ト
ピ
ッ
ク
ス
～

 

・
後
期
高
齢
者
健
診
の

2
9
年
度
受
診
率
は
約

3
6
％
、
健
診
結
果
で
受
診
勧
奨
判
定
値
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
受
診
し
て
い
な
い
人
が
約

1
,0

0
0
人
（
健

診
受
診
者
の
約

1
％
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

 

・
健
診
も
医
療
も
受
け
て
い
な
い
人
が
群
馬
県
内
で
約

1
1
,0

0
0
人
（
被
保
険
者
の
約

6
.2
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

・
全
国
・
同
規
模
自
治
体
の
比
較
で
、
健
診
受
診
率
は
高
い
が
、
初
め
て
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
た
人
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

 

・
健
診
結
果
か
ら
、
肥
満
度

B
M

I1
8
.5
未
満
（
痩
せ
）
の
方
の
割
合
は
、
約

8
.2
％
と
な
っ
て
い
る
。

 

・
健
診
結
果
か
ら
、
非
肥
満
高
血
糖
者
の
割
合
が
約

2
3
％

 
全
国
・
同
規
模
自
治
体
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

 

・
健
診
問
診
票
か
ら
、
高
血
圧
服
薬
者
の
割
合
が
約

6
0
％

 
全
国
・
同
規
模
自
治
体
よ
り
や
や
高
く
、
貧
血
既
往
歴
の
割
合
も
国
・
同
規
模
自
治
体
よ
り
高
い
。
 

 ●
介
護
保
険
関
連
デ
ー
タ
か
ら

 
～
ト
ピ
ッ
ク
ス
～

 

・
介
護
保
険
１
号
被
保
険
者
（

6
5
歳
以
上
）
の
認
定
率
は
、
全
国
・
同
規
模
自
治
体
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
が
、

1
件
当
た
り
介
護
給
付
費
（
月
平
均
）
の
金
額

は
高
く
な
っ
て
い
る
。

 

・
全
国
・
同
規
模
自
治
体
と
比
べ
、

4
0
歳
以
上
介
護
認
定
者
医
療
費
と
認
定
な
し
者
医
療
費
の
差
の
開
き
が
大
き
い
。

 

・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
お
い
て
、
心
臓
病
・
高
血
圧
・
筋
骨
格
系
の
有
病
割
合
が
高
く
、
い
ず
れ
も

5
0
％
を
こ
え
て
い
る
。
ひ
と
り
の
方
が
複
数
の

病
気
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

 

 

K
D

B
シ
ス
テ
ム
と
は
、
国
保
中
央
会
が
構
築
し
た
医
療
情

報
・
健
診
情
報
・
介
護
情
報
を
突
合
・
加
工
し
た
全
国
規
模

の
統
計
情
報
デ
ー
タ
の
こ
と
で
る
。
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デ
ー
タ
分
析

 

課
題
・
目
標
設
定
・
事
業
計
画

 

対
象
者
抽
出

 

後
期
高
齢
者
健
診
 

（
人
間
ド
ッ
ク
助
成
）

 

歯
科
健
診
 

重
複
頻
回
受
診
者
等

訪
問
指
導
 

連
携
体
制
構
築
：

 

医
療
懇
談
会
 
運
営
会
議
・
保
健
事
業
部
会
 

高
齢
者
保
健
事
業
推
進
研
修
開
催
 

関
係
機
関
会
議
へ
の
参
加
 
 
 
 
 
 
 
他

 

デ ー タ ヘ ル ス 計 画  

進 行 管 理  

健
診
結
果
活
用
の
保

健
指
導
 

健
診
結
果
・
レ
セ
プ
ト
分
析
等
に
よ
る
 

重
症
化
予
防
・
フ
レ
イ
ル
対
策

 
健
診
未
受
診
者
対
策
 

基
準
・
方
法
設
定

 

①
フ
レ
イ
ル
 
②
多
剤

 

③
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
（
糖
尿
病
性
腎
症
等
）
 
な
ど

 

市
町
村
に
確
認

 

基
準
設
定

 

市
町
村
に
確
認

 
協
働
可
能
市
町
村
の
対
象
者
抽
出

 

 
（
保
健
指
導
と
あ
わ
せ
抽
出
可
）

 

市
町
村
担
当
者
と
の
打
合
せ

 

例
）

 

保
健
指
導

→
中
間
指
導
又
は
集
団
教
室
等
→

保
健
指
導

集
団
教
室
等
→

保
健
指
導

→
集
団
教
室
等
→

保
健
指
導

 

広
域
連
合
：
レ
セ
プ
ト
・
健
診
結
果
等
に
よ
る
評
価

 

市
町
村
で
の
発
展

 

（
訪
問
や
電
話
等
で
受
診
し
た
か

を
確
認
等
の
指
導
実
施
）

 

主
体
的
健
康
づ
く
り
の
推
進
：

 

長
寿
健
康
増
進
事
業
◆
 

★
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
 
等

 

①
市
町
村
独
自
方
法
◆

 

 ②
ど
ん
な
方
法
が
効
果
的
な

の
か
、
健
診
も
医
療
も
未
受

診
の
人
を
ど
う
す
る
か
な
ど

を
検
討

 

 協
働
可
能
市
町
村
の
対
象
者
抽
出

 

民
間
業
者
委
託
 

に
よ
る
訪
問
指
導
 

広
域
連
合
に
よ
る
勧
奨
通
知
 

【
群
馬
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

 
保
健
事
業
体
制
図
】（

案
）
 

医
療
給
付

 

市
町
村
と
の

協
働

 

 

保
険
料
賦
課
・
証
交
付

 

基
準
・
方
法
設
定

 

医
療
費
通
知
 

後
発
医
薬
品
 

使
用
促
進
 

群
馬
県

 

 国
保

 

連
合
会

 

 

医
師
会

 

  歯
科

 

医
師
会

 

  薬
剤
師
会

 

   

等
 

・
助
成
事
業
◆

 

・
保
健
指
導
や

集
団

教
室

の

バ
ッ
ク
支
援

 

Ｈ
3
0：

1
,4

0
0
人

 
Ｈ

2
9
：

1
,0

2
5
人

 

H
2
9

:8
,1

6
9
人

 
3
0
.6

月
7

7
,8

8
5
人

 

Ｈ
2
9
：

7
,5

1
7
人

 

Ｈ
2
9
：

1
1
,0

7
7
人
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■
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
う
保
健
事
業
：
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
主
体
と
し
た
個
別
の
健
康
支
援

 

事
業
・
対
策
名

 
広
域
連
合
抽
出
可
能
な
基
準
・
例

 
対
象
者
数
・
概
算

 
今
後
の
方
向
性

 
及
び

 
相
談
事
項

 

重
複

頻
回

受
診

者
等
訪
問
指
導

 
 
 
 
 

 

●
医
科
５
ヶ
所

/月
以
上
、
同
一
医
療
機

関
ひ
と
月
１
５
日
以
上

 

⇒
30

年
度

 
約

1,
40

0
人

 
（
従
来
か
ら
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
で
実
施
、
対
象
者
が
不
安
な
く
利

用
で
き
る
よ
う
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。
）
 

健
診

結
果

活
用

保
健
指
導

 

（
勧
奨
通
知
）

 

●
健
診
結
果
で
受
診
勧
奨
判
定
値
以
上

（
特
定
の
検
査
項
目
に
か
か
わ
ら
ず
）

で
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
な
い
人

 

⇒
29

年
度
健
診
対
象
者

1,
02
5
人

 
（

2
9
年
度

1
回
実
施
済
み
。
２
８
年
度
健
診
結
果
か
ら
１
５
１
８
人
に

通
知
発
送
）
 

＊
今
年
度
基
準
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
可
能
で
あ
れ

ば
数
ヶ
月
ご
と
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
定
例
化
す
る
方
向
へ
し
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
事
業
と
の
連
動
あ
り
。

 

生
活

習
慣

病
等

重
症
化
予
防

 

 

※
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
検
討
会
議
で
決
ま
る

 

（
70

歳
以
上
は
尿
蛋
白

+
以
上
又
は
、

eG
FR

50
未
満
で
検
討
中
）

 

⇒
29

年
度
健
診
か
ら
尿
蛋
白

2+
以
上
、

eG
FR
40

未
満

7
,5
13

人
 

＊
31

年
度
か
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
群
馬
県
が
作
成
中
で
、
年
内
に
仕
上
が
る
予
定
で
す
。
壮
年
期
と

合
わ
せ
、
県
が
医
療
従
事
者
や
市
町
村
等
の
関
係
機
関
に
研
修
等
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 

フ
レ
イ
ル
対
策

 

（
低
栄
養
・
口
腔

な
ど
）

 

例
１
】

BM
I1

8.
5
未
満

 
 

例
２
】
一
部
か
め
な
い
食
べ
物
あ
り
、

む
せ
る

 

⇒
29

年
度
健
診
か
ら

8,
16
9
人
 

⇒
29

年
度
歯
科
健
診
か
ら
、
か
め
な
い

95
1
人
、
む
せ

10
1
7
人
（

40
人
）

 

（
今
後
具
体
的
な
す
す
め
方
を
現
場
市
町
村
の
方
々
と
検
討
し
ま
す
。
）
 

＊
訪

問
等
個

別
保
健

指
導
と

し
て

市
町

村
専
門

職
は
じ

め
在

宅
保

健

師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
の
方
々
に
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
診

勧
奨
等

で
診
療

に
お
つ

な
ぎ

す
る

場
合
が

あ
る
と

思
い

ま
す

の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

フ
レ
イ
ル
対
策

 

（
多
剤
な
ど
）

 

例
１
】

30
日
以
上

6
剤
以
上
の
処
方

 
⇒

30
.
6
月
診
療
か
ら

77
,8
85

人
 

（
今
後
具
体
的
な
す
す
め
方
を
現
場
市
町
村
の
方
々
と
検
討
し
ま
す
。
）
 

＊
訪
問
等
個
別
保
健
指
導
と
し
て
、
主
治
医
・
か
か
り
つ
け
薬
局
へ
の

受
診
勧
奨
・
相
談
等
を
お
す
す
め
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

＊
個
別
指
導
の
前
段
と
し
て
、
薬
剤
に
関
す
る
集
団
教
育
の
啓
蒙
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

未
健
診
未
医
療

 
●
健
診
も
医
療
も
受
け
て
い
な
い
人

 
29

年
度
健
診
・
レ
セ
プ
ト
か
ら

11
,0
77

人
 

（
健
康
状
態
不
明
者
の
た
め
、
市
町
村
等
と
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
す

め
る
か
検
討
し
ま
す
。
）
 

※
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参
考

 

                     

≪
2

9
年
度
実
施
の
抽
出
条
件
≫

 

 受
診
勧
奨
判
定
値
該
当
者
で
、
平
成
２
８
年
度
健
康
診
査
受
診
者
の
う
ち
、
基
準
値
を
上
回
る
、
ま
た
は
下
回
る
項
目
が
１
つ
以
上
あ
る
医
療
機
関
未
受
診
者
。

 

 １
）
身
体
測
定
（

B
M

I)
１
８
．
５
未
満
、
２
５
以
上
。

 

２
）
血
糖
（
空
腹
時
血
糖
）
１
０
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
以
上
、

H
ｂ

A
１

C
 
５
．
６
％
以
上
。

 

３
）
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
１
３
０
ｍ
ｍ

H
ｇ
を
超
え
る
、（

拡
張
期
血
圧
）
８
５
ｍ
ｍ

H
ｇ
を
超
え
る
。

 

４
）
脂
質
（

L
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
１
２
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
を
超
え
る
、（

中
性
脂
肪
）
１
５
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
を
超
え
る

 

５
）
肝
機
能
（

G
O

T
）
３
０

U
/L

以
上
、（

G
P

T
）
３
０

U
/L

以
上
、（

ｒ
－

G
T

P
）
５
０

U
/L

以
上

 

６
）
腎
機
能
（
尿
蛋
白
）
有
所
見
、（

e
G

F
R
）
６
０
未
満

 

≪
受
診
勧
奨
判
定
値
の
う
ち
重
症
度
の
高
い
レ
ベ
ル
≫

 
K

D
B

 

 １
）
血
糖
（
空
腹
時
血
糖
）
１
４
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
以
上
、

H
ｂ

A
１

C
 
７
．
４
％
以
上
。

 

２
）
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
１
６
０
ｍ
ｍ

H
ｇ
以
上
、（

拡
張
期
血
圧
）
１
０
０
ｍ
ｍ

H
ｇ
以
上
。

 

３
）
脂
質
（

L
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
１
８
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
以
上
、（

中
性
脂
肪
）
１
０
０
０
ｍ
ｇ

/ｄ
ｌ
以
上

 

４
）
肝
機
能
（

G
O

T
）
１
０
１

U
/L

以
上
、（

G
P

T
）
３
０
１

U
/L

以
上
、（

ｒ
－

G
T

P
）
３
０
１

U
/L

以
上

 

５
）
貧
血
（
血
色
素
）
男
性
１
０
．
１
ｇ

/ｄ
ｌ
以
下
、
女
性
９
．
１
ｇ

/ｄ
ｌ
以
下

 

６
）
腎
機
能
（
尿
蛋
白
）
２
＋
以
上
、（

e
G

F
R
）
４
０
未
満

 

７
）
尿
酸
（
尿
酸
）
９
．
０
以
上
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（敬称略）

区 分 備 考

学 識 経 験 者 坂 本 和 靖 群馬大学社会情報学部准教授

平 形 亀 三 郎 高山村

荻 原 孝 作 伊勢崎市

清 水 忠 前橋市

西 松 輝 高 県医師会
（副会長）

小 川 卓 県歯科医師会
（副会長）

原 文 子 県薬剤師会
（副会長）

藤 井 稔 協会けんぽ
（全国健康保険協会群馬支部長）

小 野 里 秀 雄 健康保険組合
（健康保険組合連合会群馬連合会常任理事）

宮 坂 恵 理 子 国民健康保険
（前橋市国民健康保険課長）

　任期：平成３０年８月1日～平成３２年７月３１日

後期高齢者医療懇談会委員名簿

氏 名

被 保 険 者

医 療 関 係 者

保 険 者
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会議運営の取り扱いについて 

 

１ 事務局は、懇談会の議事概要を、懇談会の開催の都度作

成し、配布資料と併せて、広域連合ホームページ上で公開

する。 

 

２ 議事概要は要点筆記とし、発言者名を記載しない。 

 

３ 代理出席は、認めない。 
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